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背 景

成 果

期待される効果

経常研究

網走湖の環境保全とヤマトシジミ漁業の生産安定化への貢献が期待される。

３ 稚貝が大発生し
資源回復へ

分担試験場：さけます・内水面水産試験場
協力機関：西網走漁業協同組合、 網走市、網走東部地区水産技術普及指導所

汽水環境の修復でヤマトシジミ資源が回復

・冬季に海水浸入を防ぐ可動堰運用と豪雨により湖内表面の淡水化が長期化
・汽水を好むヤマトシジミ資源が急減

低塩分下で産卵停止、
生残率低下を確認

塩分0.13～0.8％で産卵
水温1℃下では塩分0.1％以下で
生残率が顕著に低下

幼生発生なし

網走湖で採集されたヤマトシジミ

未
調
査

未
調
査

浮遊幼生

2019-2020年に可動堰を停止
湖内（写真左側）に海水が進入し
湖内表面の塩分が上昇

豪雨

２
可動堰の一時停止を
提案・実施

湖 ← 逆流 ← 海
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資源回復！
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問い合わせ先：網走水産試験場調査研究部 管理増殖グループ 電話：0152-43-4592
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